
令和７年度 年金積立金の運用状況（概要）

１ 積立金運用状況の公表

２ 運用収益額と収益率

○ 平成27年10月の被用者年金一元化に伴い、積立金の運用状況は四半期ごとに都共済ＨＰで公表するとともに、
随時、組合会において報告を行っている。

○ 令和７年度の運用状況は、年金積立金管理運用独立行政法人（ＧＰＩＦ）、国家公務員共済組合連合会、
地方公務員共済組合連合会等と合わせ令和8年7月3日（金）に都共済HPに公表予定である。

（参考）令和６年度令和７年度

退職等年金
（新3階）

経過的⾧期
（旧3階）

厚生年金保険
（旧1･2階）

退職等年金
（新3階）

経過的⾧期
（旧3階）

厚生年金保険
（旧1･2階）

1,1661,6342,8861,3001,6363,228運用資産額

61931848192281実現収益額

0.54%14.51%8.26%0.68%15.50%12.06%実現収益率

－2837－277506総合収益額

－1.56%1.28%－17.64%17.72%修正総合収益率

（注）・ 実現収益率は、売買損益及び利息・配当金収入等の実現収益額を元本（簿価）平均残高で除した
簿価ベースの収益率である。

・ 総合収益額は、実現収益額に各期末時点での時価に基づく評価損益を加味したものである。
・ 修正総合収益率は、運用の効率性を表す時価ベースの資産価値の変化を把握する指標である。

（単位:億円）



３ 運用資産の構成割合（令和８年３月31日現在）

参考 基本ポートフォリオ（令和7年3月31日策定）

退職等年金（新3階）経過的⾧期（旧3階）厚生年金保険（旧1･2階）

(100.0%)1,300(24.4%)398(21.7%)699国内債券

(1.0%)13(3.4%)55(13.8%)446（うち短期資産）

(0.0%)0(23.6%)386(25.5%)824国内株式

(0.0%)0(25.9%)423(25.2%)812外国債券

(0.0%)0(26.2%)428(27.7%)893外国株式

(100.0%)1,300(100.0%)1,636(100.0%)3,228合計

（単位:億円）

（注）・ 厚生年金保険及び経過的⾧期は時価ベース、退職等年金は簿価ベースである。
・ 令和2年4月から、年金給付支払資産（短期資産）は国内債券に含めて管理している。
・ 上記数字は四捨五入のため、各数字の合算と合計数字は一致しないことがある。

許容乖離幅
構成割合

経過的⾧期厚生年金保険

(16～34%)±9%(5～45%)±20%25%国内債券

(16～34%)±9%(16～34%)±9%25%国内株式

(18～32%)±7%(18～32%)±7%25%外国債券

(16～34%)±9%(16～34%)±9%25%外国株式

（注）・ 退職等年金（新3階）の基本ポートフォリオは国内債券100％である。

※ リスク管理については、各積立金の管理運用の方針（地共済全体）及び基本方針（都共済）に
定められたリスク管理の実施方針に則って適切に行った。


